
マスクアライナーチーム

＜開発内容＞
マスクアライナーチームはディスクリート半導体やＭ

ＥＭＳデバイスで活用される表裏アライメントパターニ
ングを行う露光装置を開発します。画像処理によるフォ
トマスクとウェハの自動アライメントに加え、フォトマ
スク自動装着、ウェハプリアライメントも画像処理にて
行う完全な自動露光装置となり、新開発のＬＥＤ－ＵＶ
光源にて 1μｍ以下の露光解像力を目指します。

＜自己紹介＞
ウェハ計測周辺技術としてプローブカードやウェハプ
ローバーの開発営業として半導体分野に関わり、セラミッ
ク基板ベースのハイブリッドＩＣ（厚膜印刷集積回路）や
プリント基板部品実装後のファンクションテストなどワー
ク搬送を含めた自動テストシステムの開発、納入、立上げ
を行いました。
2005 年からは、㈱ナノテックと協業しフォトリソプロ
セス装置の販売時従事し、2007 年からは産業技術総合研
究所と共同開発を行ない、ＵＶナノインプリント装置の開
発、販売を始め次世代リソグラフィー技術開発を行なって
います。
2008 年よりミニマル装置の共通ウェハ搬送システム「Ｐ
ＬＡＤ」の開発を始め、ミニマルファブ技術研究組合の一
員としてミニマルファブ構想実現に向け努力しています。
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